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抄録：  

平成 30 年度の保険請求改定で新設された画像診断管理加算 3 には保険点数的な優遇措置が与え

られている一方で、病院全体の医療の質や患者へのサービスの向上を目指すための要求項目が定めら

れている。これを達成するためには、運用面で放射線診断医をはじめとする医療従事者に多くの負担を

強いることが多い。群馬大学医学部附属病院では、画像管理加算 3 に対応するためのシステム構築に

ついて検討を進めると同時に、働き方改革やこれからの新しい病院のあり方に即した医療を提供できる

ための工夫を凝らしたシステムを構築した。運用面・システム面の両者から進めていくことで、本来の目

的である医療の安全・質の向上を目指す試みについて紹介する。 
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1. はじめに 

平成 30 年度の保険請求改定により新設された

画像診断管理加算 3 には保険点数的な優遇措

置が与えられている一方で、その要求項目は高

度なものになっている。多くの大学病院などでは

運用面で対応していることが多いが、群馬大学医

学部附属病院では、運用面・システム面の両者

から、1）放射線診断医の負担を減らす・2）働き方

改革の推進・3）医療の質・安全の向上、を目指し

て検討を進めた。 

 画像診断管理加算 3 の取得には、以下のような

施設基準が定められている。 

1．特定機能病院  

2．6 名以上常勤放射線診断医  

3．全ての画像情報の管理に専門医が関与  

4．夜間及び休日の読影体制  

5．検査前の画像診断管理  

6．患者の医療被ばく管理  

これらの施設基準に加え、これからの医療安全・

患者サービスの向上の目標に向かうためのベー

スとなるシステム構築をしたので紹介する。 

2. 方法 

1) システムの全体像  

今回紹介するシステムは、主に（1）PACS・RIS

システム（Synapse/F-RIS：富 士 フイルムメディカ

ル）・（2）統合情報提供システム（CITA：富士フイ

ル ム メ デ ィ カ ル 社 ） ・ （ 3 ） 被 ば く 管 理 シ ス テ ム

（Radimetrics：バイエル株式会社）からなる。 

(1) PACS・RIS システム  

- 読影のための患者情報提供 

- 検査前の画像診断管理（検査指示） 

- 術前シミュレーション 

- 遠隔画像診断システム 

(2) 統合情報提供システム  

- 画像診断報告書既読管理  

- 部門管理システム 

 重要レポート管理システム 

 検査前管理システム 
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(3) 被ばく管理システム  

- 患者線量管理・等価線量シミュレーション 

3. 結果 

1) 読影のための患者情報提供  

読影するために必要な情報は、依頼医からの

「依頼内容」だけでなく、電子カルテと CITA とで

DWH を介した情報共有により、電子カルテの 2

号用紙などを PACS/レポート端末から参照するこ

とが可能になった。 

2) 検査指示  

F-RIS にて構築した検査指示システムでは、検

査前日までに検査担当の放射線性診断医が、様

真な患者情報を踏まえて、最適な検査の指示を

行える。ダブルチェック機構として、看護師は部門

管理システム（CITA Clinical Finder）による検査

前管理システムにより、腎機能・アレルギー情報・

同意書などの確認が一覧できる。 

 

Fig.1 CITA Clinical Finder を使った検査前管理

システム 

3) 術前シミュレーション  

PACS には大容量の VNA が導入されており、

全検査で 0.5-1.0mm の thin slice 画像を保存して

いる。院内の電子カルテ全端末で 3D ワークス

テーション（Vincent：富士フイルムメディカル）が稼

働可能であり、放射線技師への 3D 画像作成依

頼を減らす効果があった。 

4) 遠隔画像診断システム  

病院で用意した遠隔画像診断用のノート PC か

ら直接院内ネットワークに接続できるセキュアな環

境を構築し、VM ware 上の仮想読影端末に RDP

経由で接続する。大学の働き方改革の一環とし

て、在宅勤務規定を設けて、在宅でも読影ができ

るようにした。 

 

Fig.2 重要レポート既読管理システム 

5) 画像診断報告書既読管理  

昨今の画像診断報告書の伝達ミスによる医療

事故に対応して、既読管理システムを導入した。 

(1) 検査依頼医による画像診断報告書の確認  

検査依頼医はレポート上の確認ボタンを押

すことにより、既読の有無を明らかにする。 

(2) Star Search プロジェクト  

群馬大学医学部附属病院では、依頼医が

見逃しては困る画像診断項目にたいして、放

射線診断医が「★」印を付ける。 

(3) 重要レポート管理システム  

「★」印のついた重要レポートについては、

医事課と医療の質・安全管理部が、検査後 2

週 間 を 目 安 に 依 頼 医 の 確 認 状 況 を CITA 

Clinical Finder で確認し、電子カルテから実際

の対応状況を確認する。 

6) 被ばく管理システム  

令和 2 年度から始まる医療法対策の一環として、

患者の検査被ばくについて統括的に管理する。 

4. 考察  

画像診断管理加算 3 は、医療の安全や患者

へのサービス向上の面から推し進められるべき内

容であるが、運用面だけで対応するには医療従

事者に大きな負担が掛かるものである。今回の提

案のように、運用面・システム面の両者から進めて

いくことで、本来の目的である医療の安全・質の

向上を目指すことが可能である。 

5. 結語  

群馬大学医学部附属病院での画像診断管理

加算 3 をきっかけとした医療の安全・質の向上む

けた新しい取り組みについて紹介した。
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